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日　時：  平成 30 年 1月25日（木）10:00 ～ 11:30
訪問先：  ロアッソ熊本
担当者：  織田秀和氏（ゼネラルマネージャー） 、筑城和人氏（強化担当） 、首藤崇氏（事業部次長）
報告者：スポーツ研究所所員
 （佐竹弘靖、佐藤満、吉田清司、飯田義明、齋藤実、渡辺英次、
   平田大輔、富川理充、時任真一郎、 李宇音英、相澤勝治）
Ⅱ．ロアッソ熊本の震災直後からこれまでの活動














































資料5 資料6 ロアッソ熊本 サブグラウンド
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平成29年度 専修大学スポーツ研究所 熊本研修会報告
お借りしてやっていった一つの形です。
　年が明けますと、「ボールゲームフェスタ」
が開催されました。日本トップリーグ連携機構
が企画しまして、ラグビー、サッカー、バスケ
ット、ハンドボールなどのプロ選手が子どもた
ちを4グループに分けて、専門競技がサッカー
であっても、この時間はラグビーをしましょう、
バスケットをしましょう、ハンドボールをしま
しょうと、回していきました。普段の競技とは
違ういろいろな体験をする趣旨が込められて
いまして、とても面白い時間を子どもたちは過
ごしました。私たち運営側からすると、こうい
う企画があるのだという感想を持ちました。
　いろいろなスポーツがタッグを組んでやる
企画は、2017年にロアッソ熊本も関わりまし
て、4つほどありました。主催はそれぞれ違いま
すし、競技もその都度違いますが、サッカーと
バスケット、ラグビー、ゴルフ、ハンドボール、
バドミントンなどが連携を取りながら、地震も
あったけれども頑張ろうと、子どもたちにいろ
いろな競技、いろいろな可能性があることを伝
えながら、活動しました。
　イベントをコーディネートする側からする
と、ニーズと思いが一致しない時期もありまし
た。今後も地震から1年、2年、3年経って、復
興支援という形で活動は継続しなければいけ
ないのですが、地域が何を求めているのか情
報を集めなければなりません。例えば、10年
後に当時まだ生まれてなかった子どもたちが、
復興支援でロアッソ熊本が来ましたと言って
も、おそらくピンと来ないところもあると思い
ます。仮設住宅がまだありますが、そこでスポ
ーツをといっても押し売りになってしまうこと
もあります。その場でどういったものが喜ばれ
るのか、本当に身になるもの・ことをコーディ
ネ トーする要素が必要だと思っています。知恵
を絞りマッチングさせていくことをやっていか
なければいけないと思っています。日本のJリ
ーグの傘下で活動させてもらっていますので、
今後もいろいろな支援をご用意いただくこと
もありますし、地元からもこういうことをやっ
てほしいということもあります。自分たちでは
できないこともありますので、いろいろな人の
力をお借りしながら、それぞれの思いがマッチ
していくような企画をやっていきたいと思っ
ています。
　2017年4月16日、地震から1年、ちょうど
ホームゲームとなり、復興マッチとしてJリー
グに組込ませていただき地元で開催させてい
ただきました。
　やはりロアッソ熊本としては地元のスタジ
アムで良い試合をして、たくさんの人に応援に
来て肌で試合を感じていただき、いい意味で
の非日常的興奮を持っていただくことが今後
の活性化、復興につながると考えております。
もちろん、復興支援活動もしていかなければな
りませんけれども、ここで行う試合の一つ一つ
を大事にしながら向き合っていきたいと思っ
ています。ありがとうございました。
４．質疑応答
飯田　ありがとうございました。われわれは、
どちらかというと選手を中心に見ることが多
いのですが、今回はフロント側から、特に最前
線で、選手とクラブの間でつらい思いをされて
いる首藤さんだからこその、実体験に基づいた
お話をいただけたかと思います。織田秀和GM
と筑城和人強化担当もいらっしゃっておりま
すので、もう少しお話しをお聞きしたいことが
ありましたら、宜しくお願いします。
齋藤　今日は本当にありがとうございました。
二つの点でご質問があります。震災後にボラ
ンティア活動として復興の支援をされてきて
いる中で、先ほども少し織り交ぜていただきま
したが、組織としてもっとこうすればよかった
という点と、もう一つは、実際こういったご経
験をされて、サッカーで強くなる以外に、事前
にこういう準備をしておけばよかったという
ものがあれば、教えていただければと思いま
す。
首藤　さまざまな活動の中の反省点と課題に
関しては、先ほどもお話ししましたとおり、どこ
でどういう声が挙がっているのかをしっかり
聞いて、その時々に合った活動をしていかなけ
ればいけないというのを感じました。
　また、選手たちは、活動しなければいけない
という気持ちで行動しており、わたしも会社の
業務はそこそこに、いろいろな活動をしていき
たいという思いもありました。しかし、いやい
や、それも大事だけれども、時期的に今はやる
べきではないだろうと揺れていました。
　今でこそこう思うのですが、当時は冷静にな
る頭がどうしてもなくて、自分の家のことも、
生活のこともありますし、ロアッソ熊本という
大きなものを抱えている葛藤はありました。そ
こで何日間かロスしたかもしれません。もう少
し冷静さが必要だったと思います。また、東日
本大震災の際にベガルタ仙台さんやいろいろ
なクラブが行った活動をもっと勉強しておく
べきだったと思います。それが今回の課題に
つながっていたと思います。
　また、物資的な備蓄が何もありませんでし
た。トレーニングで使うので飲料水は若干あ
りました。それもチームの皆を賄うほどはあり
ませんでしたし、食べ物もありませんでしたの
で、そこら辺の備えは必要だったと思ってい
ます。かといって、今備蓄があるかというと実
はないです。ただ、ああいうことを実際に経験
して、ひょっとしたら家に防災道具を置いていミーティングの様子
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る選手はいるかもしれませんし、私も家に置き
ました。そういう備えはあって困るものではな
い、やっておかなければいけない、でも、気が
緩むとうっかり忘れるところです。
飯田　他にいらっしゃらないようでしたら、私
からいいですか。有名選手が来られて嬉しい
反面、空間が乱れるというようなことを先ほど
おっしゃいました。例えば、行政や自衛隊の活
動している所に選手が行って、これは失敗し
た、こういうやり方をすれば良かったなど、ど
ちらかというと何か失敗したと感じたものは
ありますか。
首藤　益城町や南阿蘇はかなりひどい被害が
あって、避難されている方、町のため、人のため
に働いている行政の方はやはり緊張感を持た
れていました。ご本人たちも家に帰れないし、
家族を置いてやっている、そういう所に行くこ
ちらの立ち振る舞いには気を遣いました。熊本
市も場所によっては被害がひどかったですが、
そうでない場所に行くと、そこの子どもたちや
そこを管理している方たちのテンションが違
います。同じテンションで行ってしまい、空気
を乱すことがあったので、やはりそこの方々の
顔色を見て、自分たちの言動を変える必要が
あると思いました。大人のマナーとしてやらな
ければならないことです。
　混乱を招かないために事前に連絡しようと
いう気持ちもありましたが、そうすると受け入
れる側が構えられてしまって、本当にイベント
的になってしまうだろうと、そこはしませんで
した。しかし電話をしておけば、先方からこう
いうことは気を付けてくださいというアドバイ
スがいただけたかもしれません。
相澤　ありがとうございます。丁寧に説明して
いただき、勉強になりました。運営のことで資
料（ロアッソ熊本2017活動報告書）を見せて
いただくと、スポンサー収入やスポンサー協賛
社数が増えています。基本的に、スポンサーは
何を期待してロアッソ熊本に協賛をしている
のか、震災後、新しく増えたのはどのような業
種の人たちなのか、もし分かれば教えてくださ
い。
首藤　基本的に、うちのスポンサーは地場が
多いです。地域貢献、県民チームで活動してい
ますので、地元の力になればというところで応
援していただいています。
　地震の後に大きなスポンサーに幾つか入っ
ていただいています。マイナビ様はベガルタ
仙台もご支援されていましたけれども、やはり
復興支援の観点で地震の翌年から支援いただ
いています。
齋藤　今の関連です。サポーターが震災後に
増えたり、ロアッソ熊本がよりこの地域に強く
根付くようになったりなど、肌感覚で結構です
のでお分かりになれば。
須藤　単純にチケットで言えば、地震の後は
落ち込みました。やはり日常に戻れない方もい
らっしゃいます。肌感覚として増えたかと言わ
れると、まだそうではないです。しかし昔から
応援していただいている方はより一層熱心に
ロアッソ熊本を応援していただけるようにな
りましたし、ロアッソ熊本という名前は皆さん
に知っていただいたと思います。
飯田　それでは時間も参りました。首藤さん、
本日は本当にありがとうございました。また、
織田GM、筑城さんも同席いただき感謝申し上
げます。
ロアッソ熊本スタッフとの集合写真
